
他施設における低出生体重児の人工肛門閉鎖術の周術期管理の実態アンケート調査 

 

1. 研究の目的 

術前術後の管理方法について一般的な方法は存在するものの、細かなところは施設間の違

いが存在します。しかし、各施設で情報共有をする機会は限られています。そこで本研究で

は、低出生体重児の人工肛門閉鎖術を対象として、他施設と当院の周術期管理の違いを調査

し、当院および他施設の周術期管理、治療成績の向上に役立てることを目的とします。 

 

2. 研究の方法 

対象：東京大学医学部附属病院小児外科医局関連病院を対象として、周術期管理方法につい

てのアンケート調査を行います。アンケートの内容は外科医もしくは新生児科医の治療方

針に対する考え方を調査するものであり、患者さんの個人情報がアンケートの質問・回答の

中に含まれることはありません。 

 

3. 情報の公表 

結果についてはアンケートに協力して頂いた施設間で共有し、当院および他施設での周術

期管理の向上に利用させて頂くとともに、学会発表もしくは論文の形で報告させて頂くこ

とを考えております。 

 

4. 研究実施機関およびお問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。ご希望が

あれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書

及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

群馬県立小児医療センター 小児外科 則内友博 

住所： 〒377 -8577  群馬県渋川市北橘町下箱田 779 番地 

電話： 0279 -52 -3551 


